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介護予防に係る取組について  
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資料3－4：  

介護予防に対する事業評価等について   



介護予防に対する  
事業評価専仁∴一代l‥  

和光市 長寿あんもん課  

東内京晰  

介護予防事業の必要性とは′7  

・単純明快な理解 介護予防はなぜ必要…  

・高齢社会に対応する允護應慮象墓吸安産と旦立志巌農   
簑の維持改善確保（今までの保健指導は何を目標にした   
αト‥‘ア1  

・どのような介護予防が必要・？（始まりの根拠の追求）  

・どのようにしたら効果的介護予防専業ができるの？  

（様々な評価の追求）  

・効果が出た介護予防事業と効果が出なかった介護予防   

事業のそれぞれの豊国は？   



護予防事業の評価とは！  

アウトプット・アウトカム・プロセス評価の基本理  

解とその評価のカスタマイズセンスが求められ  

る  

効果が出た介護予防事業と効果が出なかった  

介護予防事業のそれぞれの要因は？  

効果とは鎧果内容である（アウトカム評価）  

要因とは重量過遥の内容（プロセス評価）  

事業実施回数等の重量量内査（アウトプット評  
価：■本質的には波及効果数値が重要！  

冠   



予防事業掛取り組みせ評価ポイント   

¢ スタ卓jご几¶ニ三ノノーぎ卓二基本予．3ニーパ組成等藩海慨特贋   

高齢者¶葉菜援寄掛対象者め把握（必要量）  

・日常生活圏域別に必要量の内容分析を経ぞ必   

要サ撤ビス（供給量）を設定鶏基盤整腐を図る  

・基盤整備とは、場所の確保はもとより艶壇包括   

重度センタご星曳ニ2ヲ及び．予防サ肛て，ピ蒸提儀．，墨   

タソフの人材育成  

・地域市民に対する介護予防事業の周知手法と   

その理解が参加意義を高める  

・上記より評価手法と評価指標を検討する  

圏域リンク  

日常生活圏域別転倒リスクの状況  

独自スクリ∴＝ンクは17年度中実施  

悶  少しみられる   多くみられる  悶  紺  

日常生活雛                 闘  田  田  田  幽  田  田  田  田  田   

グランドデ聯ン拙ア  匝  馳  田  椚  9  25．2％   2  田  田  100．0％   

ゲラン撒恥中央エリ  団  田  匪  68．3％  8  22．0％   2  0．5％  田  川0．0％   
グランドデ靴商工リア   団  田  田  66．3％  匝  23．鍋  5  1．29も  臨  100．備   
鮒   9  i＋こ＋＼  田  67．5％  田  23．7％   9  0．8ウi  田  川0．0でi   
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護予防サービス支援の状況（参考）  

北センケー  中央センター  南センケⅧ   

／計画作成数（人数）   

：i（；ll宍）  ／11トち（舛）   ：；77（％I   



介護予防事業のプロセス評価  

・結果（アウトカム）を；踏まえた事業実施   

過程のポイントチェツタ  

・事前設定のチェツタポイントのほか洞   

察チェツタポイントが重要  

。ぎ■なぜt何iぞ」の追求心と制度機能論   

の分析   



プロセス評価（和光市の一例）  

・事業スタッフに対して  

．コミュニティケア会議における個別ケースの合議   
評価から・t‥・！  

・予防計画作成者の対象者に対する合意形成状況   

の確認  

・個別計画作成者とサービス提供者に対する内容   

の確認  

・ 
終了者の出席状況の確認  

．プロセス評価を繰り返す中で人材育成手法の開発   
と介護予防マネジメントシステムの必要性が明確   

になった   



H！3からラ掛介護予防事業案践から  

構築Lた－管ネジメントン殊テム  

・高齢者台帳とスヤき ぎ情報等の茸‘て「丁・タ管   

理  

・介護予防支援計画及び個別サ澗転封計画潜作   

成と評価のためのアセスメントツ”脚ル  

・保険者と地域包括支援センタ…のネットワ耶ウ構   

築からサⅦビス提供拠点までのデ血夕連携  

・継続的評価実績の蓄積と被保険者自らの実績  
（成果）の閲覧（介護予防電子手帳）  

・上記について、効率化と的確牲を念頭にシステ   
ム構築をした  

■I   



システム概要  

圏域に。矧プる効雫的介護予防事業の実施について、地士或支援事業と地域密着型  
の【体側な展開を行う√ 電子介護予防手帳により、介護予防プログラム並びに  
等をメノ「ンサーバーにアワヒスすることで、地域密竃聖り肌ビス拠点や∩護予  
（ヘルストランスフ」－∴マー）等介護予防拠点で、そのチーフを基本に介護予  

実施する．このことにより、地t或に根ざし且つ的確な個人データ管理による適  
性のある介護予防事業と強化を実現する。  

2．サ“ビス事業者計画管理システム（包括センター計画管理は導入済み）  

事業者のメニューアセスメント・生活行為アセスメント、リービス計画総合  
別サービス計画書を共通様式（サービス事業者用アセスメントツール）に紙  
子媒体で回収することでサービス事業者の評価データの蓄積を行い、包括用  
ントツ、－ル（リスク確認、生活機能評価等）のデータも含め総括表を作成す  
、立援盲．†画の総告評価や地1或」ミ1ニチイ含議資料として活用し、∩議予防  
ムの適切な評価（継続含む）や給付膏の適正化を実現弓る  

＝   
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更なる介護予防の地域的・効果的な  

推進を求めて   

・前期高齢者を中心とした介護予防電子手帳の   
増量配布により予防意識の向上を図る  

・特定保健指導と介護予防事業の包括プログラム   
を検討する（指導事業の育成含む）  

・日常生活圏域を基本とした介護予防サポーター   
とヘルスサポーターを育成  

・保険者の地域出張所となる地域包括支援セン   
ターの機能拡大と介護予防拠点整備が街づくり   
の一翼を担う  

i胃   




